
米欧における電気通信事業分野の市場画定について米欧における電気通信事業分野の市場画定について米欧における電気通信事業分野の市場画定について

資料４資料資料４４

総務省総務省 総合通信基盤局総合通信基盤局

２００７．1．２３

新しい競争ルールの在り方に関する作業部会（第２回）
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１－１１－１ 《《米国米国》》市場画定に関連する枠組み市場画定に関連する枠組み

○ 米国では、競争評価に該当する制度は存在しないが、規制枠組みとして、ＦＴＣ・司法省による

合併案件の審査やＦＣＣによるドミナント規制の前提としての市場分析が存在。

○○ 米国では、競争評価に該当する制度は存在しないが、規制枠組みとして、ＦＴＣ・司法省による米国では、競争評価に該当する制度は存在しないが、規制枠組みとして、ＦＴＣ・司法省による

合併案件の審査やＦＣＣによるドミナント規制の前提としての市場分析が存在。合併案件の審査やＦＣＣによるドミナント規制の前提としての市場分析が存在。

ＦＣＣ

（連邦通信委員会）

ＦＣＣＦＣＣ

（連邦通信委員会）（連邦通信委員会）

ＦＴＣ

（連邦取引員会）

ＦＴＣＦＴＣ

（連邦取引員会）（連邦取引員会）

「「電気通信法電気通信法」」に基づき、に基づき、
合併案件を審査合併案件を審査 ／／ ドミナント規制を実施ドミナント規制を実施

「「水平合併ガイドライン水平合併ガイドライン」」に基づき、に基づき、
合併案件を審査合併案件を審査

規制の適用に当たり、規制の適用に当たり、
事業区分を設定事業区分を設定

合併審査を行うため、合併審査を行うため、
対象となる関連市場を画定対象となる関連市場を画定

ＤｏＪ

（司法省）

ＤｏＪＤｏＪ

（司法省）（司法省）

※※ 2002/32002/3反トラスト法改正により、従来ＦＴＣが実施してきた電気通信、放反トラスト法改正により、従来ＦＴＣが実施してきた電気通信、放
送、ソフトウェア、エンターテイメント分野の事業者間の合併・買収の審査送、ソフトウェア、エンターテイメント分野の事業者間の合併・買収の審査
を司法省が行うこととなった。を司法省が行うこととなった。

合併審査を行うため、合併審査を行うため、
関連市場を画定関連市場を画定
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１－２１－２ 《《米国米国》》FTCFTC・司法省における合併審査と市場画定・司法省における合併審査と市場画定

○ FTCと司法省は、「水平合併ガイドライン」を策定。水平合併を阻止するかどうかの決定のため

の分析過程を指針として提示。

○ 合併審査の前提としての市場画定についても規定。ＳＳＮＩＰテストの考え方を用い、関連市場

（商品市場・地理的市場）を画定。

○○ FTCFTCと司法省は、「水平合併ガイドライン」を策定。水平合併を阻止するかどうかの決定のためと司法省は、「水平合併ガイドライン」を策定。水平合併を阻止するかどうかの決定のため

の分析過程を指針として提示。の分析過程を指針として提示。

○○ 合併審査の前提としての市場画定についても規定。ＳＳＮＩＰテストの考え方を用い、関連市場合併審査の前提としての市場画定についても規定。ＳＳＮＩＰテストの考え方を用い、関連市場

（商品市場・地理的市場）を画定。（商品市場・地理的市場）を画定。

（１．３）（１．３）
画定画定市場に存在市場に存在
する企業の特定する企業の特定

関連市場の参加企業を特定する場合、関連市場において関連商品の生産または販売を行っているすべ関連市場の参加企業を特定する場合、関連市場において関連商品の生産または販売を行っているすべ
ての企業を考慮。ての企業を考慮。

当該地域で関連商品の生産または販売を現在行っていない企業についても、それを含めることが供給当該地域で関連商品の生産または販売を現在行っていない企業についても、それを含めることが供給
面における反応をより正確に反映する場合には、市場参加者に含面における反応をより正確に反映する場合には、市場参加者に含める。める。SSNIPSSNIPに対するこのような供給面に対するこのような供給面
における反応は、参入・退出に伴う多額のサンクコストを支出することにおける反応は、参入・退出に伴う多額のサンクコストを支出することのないのない、、11年以内年以内の発生の発生が条件。が条件。

（１．１）
商品市場：

（１．１）（１．１）
商品市場：商品市場：

（１．２）
地理的市場：

（１．２）（１．２）
地理的市場：地理的市場：

価格差別がない場合、他のあらゆる地域価格差別がない場合、他のあらゆる地域
におけるすべての商品の販売条件が不におけるすべての商品の販売条件が不
変であるという条件の下で、その地域で変であるという条件の下で、その地域で
の当該商品の仮想独占事業者がの当該商品の仮想独占事業者がSSNIPSSNIP
により利益を得ることができる地域によっにより利益を得ることができる地域によっ
て画定て画定

価格差別がない場合、当該地域におけ価格差別がない場合、当該地域におけ
る仮想独占事業者が、その他すべてのる仮想独占事業者が、その他すべての
商品の販売条件が一定と仮定して、商品の販売条件が一定と仮定して、
SSNIPSSNIPによって利益を上げることができによって利益を上げることができ
る商品又は商品群によって画定る商品又は商品群によって画定

当該製品の現在及び将来における唯一の売手で、価格規制を受けておら当該製品の現在及び将来における唯一の売手で、価格規制を受けておら
ず、利潤最大化するように行動する企業を仮想（仮想独占事業者）。ず、利潤最大化するように行動する企業を仮想（仮想独占事業者）。

他の製品の販売条件が一定と仮定して、この他の製品の販売条件が一定と仮定して、この企業が企業が小幅であるが、有意小幅であるが、有意
かつかつ一時一時的でない的でない価格引上げ価格引上げを行いうる製品又は製品群、製造又は販売を行いうる製品又は製品群、製造又は販売

されている地域として、関連市場を定義。されている地域として、関連市場を定義。

SSNIPテストSSNIPSSNIPテストテスト

料金引上げに対する買手の反応を考慮する場合、以下を含む、関連す料金引上げに対する買手の反応を考慮する場合、以下を含む、関連す
るる全て全ての証拠の証拠をを検討検討。。

・・料金その他の競争条件の相対的な変化に対して、買手が購入地域を料金その他の競争条件の相対的な変化に対して、買手が購入地域を
替える、または替えることを検討した証拠替える、または替えることを検討した証拠

・・料金その他の競争条件の相対的な変化に対して、売手が買手による料金その他の競争条件の相対的な変化に対して、売手が買手による
地域代替を見越して経営判断を行っている証拠地域代替を見越して経営判断を行っている証拠

・・買手が直面する小売市場における競争への影響買手が直面する小売市場における競争への影響
・・供給者の切替時期と費用供給者の切替時期と費用

水平合併ガイドライン水平合併ガイドライン 「１．市場画定、測定及び集中度」「１．市場画定、測定及び集中度」
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１－３１－３ 《《米国米国》》FCCFCCにおける事業区分の設定①における事業区分の設定①

○ ＦＣＣは、公正競争の確保の観点から、ＡＴ＆Ｔの保有するネットワークの市場支配力がデータ
通信等の上位レイヤーへ及ばないことを確保するため、「コンピューター裁定」を実施し、その中
で事業区分の設定を行っている。

○○ ＦＣＣは、公正競争の確保の観点から、ＡＴ＆Ｔの保有するネットワークの市場支配力がデータＦＣＣは、公正競争の確保の観点から、ＡＴ＆Ｔの保有するネットワークの市場支配力がデータ
通信等の上位レイヤーへ及ばないことを確保するため、「コンピューター裁定」を実施し、その中通信等の上位レイヤーへ及ばないことを確保するため、「コンピューター裁定」を実施し、その中
で事業区分の設定を行っている。で事業区分の設定を行っている。

第２次コンピューター裁定（ComputerⅡ）第２次コンピューター裁定（第２次コンピューター裁定（ComputerComputerⅡⅡ））

第３次コンピューター裁定（ComputerⅢ）第３次コンピューター裁定（第３次コンピューター裁定（ComputerComputerⅢⅢ））

１９８０年に、通信サービスを以下の二つに分類１９８０年に、通信サービスを以下の二つに分類

・・基本サービス（基本サービス（basic servicebasic service）） ：純粋な伝送サービス：純粋な伝送サービス（電話等）（電話等）

・・高度サービス（高度サービス（enhanced serviceenhanced service）） ：通信事業者の伝送路上で提供され、アプリケーション等によって情報の：通信事業者の伝送路上で提供され、アプリケーション等によって情報の
加工・蓄積等を行い、情報に付加価値を付けるサービス加工・蓄積等を行い、情報に付加価値を付けるサービス。。 （データ通信等）（データ通信等）

大規模な通信事業者の当該サービスの提供には、分離子会社による提大規模な通信事業者の当該サービスの提供には、分離子会社による提
供を義務付け（構造分離要件）供を義務付け（構造分離要件）

→→９６年電気通信法の「電気通信サービス」・「情報サービス」へ継承９６年電気通信法の「電気通信サービス」・「情報サービス」へ継承

１９８６年に、構造分離要件を撤廃し、差別的取扱いと内部相互補助を防止するための競争セーフガード１９８６年に、構造分離要件を撤廃し、差別的取扱いと内部相互補助を防止するための競争セーフガード※※

を整備を整備

※※新たな競争セーフガードとして、基本ネットワーク機能の利用に関する公正競争条件を整理したＯＮＡ（新たな競争セーフガードとして、基本ネットワーク機能の利用に関する公正競争条件を整理したＯＮＡ（Open Network ArchitectureOpen Network Architecture）と、）と、
高度サービスの提供に係る公正競争条件を体系的に整理したＣＥＩ（高度サービスの提供に係る公正競争条件を体系的に整理したＣＥＩ（Comparatively Efficient InterconnectionComparatively Efficient Interconnection）を、策定。）を、策定。



44

１－４１－４ 《《米国米国》》FCCFCCにおける事業区分の設定②における事業区分の設定②

○ ＦＣＣは、96年電気通信法に基づき、ドミナント規制を実施。

○ 事業区分として、電気通信サービスと情報サービスを設定。新規サービスはＦＣＣが適宜判断。

○○ ＦＣＣは、ＦＣＣは、9696年電気通信法に基づき、ドミナント規制を実施。年電気通信法に基づき、ドミナント規制を実施。

○○ 事業区分として、電気通信サービスと情報サービスを設定事業区分として、電気通信サービスと情報サービスを設定。新規サービスはＦＣＣ。新規サービスはＦＣＣが適宜が適宜判断。判断。

「「情報サービス情報サービス」：電気通信を介して情報を生成し、取得し、蓄積し、変換し、」：電気通信を介して情報を生成し、取得し、蓄積し、変換し、

処理し、検索し、利用し又はその利用を可能とする能力の提処理し、検索し、利用し又はその利用を可能とする能力の提

供供【【9696年電気通信法年電気通信法§§3(20)3(20)】】

※※ 情報サービスに分類されると、相互接続、再販、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｻｰﾋﾞｽ基金へ情報サービスに分類されると、相互接続、再販、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｻｰﾋﾞｽ基金へ

の拠出等の義務がかからなくなる。の拠出等の義務がかからなくなる。

電気通信サービス電気通信サービス電気通信サービス 情報サービス情報サービス情報サービス

「電気通信」：送受信される情報の形態または内容を変更することなく、「電気通信」：送受信される情報の形態または内容を変更することなく、
利用者が選択した情報を利用者が指定した複数の地点間で利用者が選択した情報を利用者が指定した複数の地点間で

伝送すること伝送すること【【9696年電気通信法年電気通信法§§3(43)3(43)】】

「「電気通信サービス電気通信サービス」：利用される施設が何であるかにかかわらず、直接」：利用される施設が何であるかにかかわらず、直接

公衆に対し、又は直接公衆に効果的に利用させるような分公衆に対し、又は直接公衆に効果的に利用させるような分

類の利用者に対し、料金を課して電気通信を提供すること類の利用者に対し、料金を課して電気通信を提供すること

【【9696年電気通信法年電気通信法§§3(46)3(46)】】

2002/22002/2 ＤＳＬサービスＤＳＬサービス 固定回線によるブロードバンド・サービスを暫定的に「固定回線によるブロードバンド・サービスを暫定的に「情報サービス情報サービス」と位置付けることを決定。」と位置付けることを決定。

2003/32003/3 ケーブルモデム・サービスケーブルモデム・サービス ケーブルモデムによるインターネット接続サービスは、ケーブルモデムによるインターネット接続サービスは、9696年電気通信法のケーブルテレビサービス年電気通信法のケーブルテレビサービス
と異なり、「と異なり、「情報サービス情報サービス」と分類。」と分類。

このＦＣＣの決定をめぐる「ブランドＸ訴訟」において、連邦最高裁は、ケーブルモデム・サービスはこのＦＣＣの決定をめぐる「ブランドＸ訴訟」において、連邦最高裁は、ケーブルモデム・サービスは
「情報サービス」であり、このサービスを提供するケーブル事業者は通信法が定めるコモンキャリア「情報サービス」であり、このサービスを提供するケーブル事業者は通信法が定めるコモンキャリア
規制の適用から除外されるとするＦＣＣの従来の主張を支持する判決を規制の適用から除外されるとするＦＣＣの従来の主張を支持する判決を20052005年年66月に下した。月に下した。

2005/82005/8 固定系ブロードバンド・イン固定系ブロードバンド・イン
ターネット接続サービスターネット接続サービス

固定系ブロードバンド・インターネット接続サービス（ＤＳＬサービスを含む）を「固定系ブロードバンド・インターネット接続サービス（ＤＳＬサービスを含む）を「情報サービス情報サービス」と位置」と位置

付け、設備の共有義務を廃止。コモンキャリア規制（料金規制、接続規制）の対象とならないこととし付け、設備の共有義務を廃止。コモンキャリア規制（料金規制、接続規制）の対象とならないこととし
た。た。
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１－５１－５ 《《米国米国》》具体例①具体例① AOLAOLとタイムワーナーの合併とタイムワーナーの合併

○ AOL（ISP）とタイムワーナー（ケーブル等）の垂直統合に関して検討。

○ AOLと非系列のISPが同じ条件でタイムワーナーのCATV網を利用できること等を義務付けた
上で承認（00年12月FTC同意審決、01年1月FCC認可）。

○○ AOLAOL（（ISPISP）とタイムワーナー（ケーブル等）の）とタイムワーナー（ケーブル等）の垂直統合に関して検討。垂直統合に関して検討。

○○ AOLAOLと非系列のと非系列のISPISPが同じ条件でタイムワーナーのが同じ条件でタイムワーナーのCATVCATV網を利用できること網を利用できること等等を義務付けを義務付けたた
上で承認上で承認（（0000年年1212月月FTCFTC同意審決、同意審決、0101年年11月月FCCFCC認可）。認可）。

ＦＴＣの審査ＦＴＣの審査ＦＴＣの審査 ＦＣＣの審査ＦＣＣの審査ＦＣＣの審査

物理網
レイヤー

通信サービス
レイヤー

プラットフォーム
レイヤー

コンテンツ・
アプリケーション

レイヤー

タイムワーナータイムワーナー
（ケーブル会社）（ケーブル会社）

ISPISP
（（AOLAOL））

ISPISP
（非系列）（非系列）

インターネット網

反競争的行為の有無について審査し、下記の条件付きで承認。反競争的行為の有無について審査し、下記の条件付きで承認。

・競合ＩＳＰへのＣＡＴＶ網の開放・競合ＩＳＰへのＣＡＴＶ網の開放
・競合ＩＳＰ等によるＡＯＬタイムワーナーのネットワーク経由のコ・競合ＩＳＰ等によるＡＯＬタイムワーナーのネットワーク経由のコ
ンテンツ配信の妨害の禁止ンテンツ配信の妨害の禁止

・ＡＯＬによるＤＳＬサービスの提供・ＡＯＬによるＤＳＬサービスの提供 等等

なお、ＦＣＣは、審査の際、次のサービスに関して分析。

・高速インターネット・サービス
・インスタント・メッセージングに基づくサービス
・双方向テレビジョン・サービス
・電子番組ガイド
・テレビジョン伝送信号の伝送
・ＭＶＰＤ（多チャンネルビデオ番組配信サービス）間の提供

なお、ＦＣＣは、審査の際、次のサービスに関して分析。なお、ＦＣＣは、審査の際、次のサービスに関して分析。

・高速インターネット・サービス・高速インターネット・サービス
・インスタント・メッセージングに基づくサービス・インスタント・メッセージングに基づくサービス
・双方向テレビジョン・サービス・双方向テレビジョン・サービス
・電子番組ガイド・電子番組ガイド
・テレビジョン伝送信号の伝送・テレビジョン伝送信号の伝送
・ＭＶＰＤ（多チャンネルビデオ番組配信サービス）間の提供・ＭＶＰＤ（多チャンネルビデオ番組配信サービス）間の提供

公共の利益に適うかについて審査し、下記の条件付きで承認。公共の利益に適うかについて審査し、下記の条件付きで承認。

・競合ＩＳＰへのＣＡＴＶ網の開放・競合ＩＳＰへのＣＡＴＶ網の開放
・顧客のＩＳＰ選択に際し系列ＩＳＰを有利に扱わないこと・顧客のＩＳＰ選択に際し系列ＩＳＰを有利に扱わないこと
・契約ＩＳＰのＦＣＣへの契約開示を制限しないこと・契約ＩＳＰのＦＣＣへの契約開示を制限しないこと 等等

なお、ＦＴＣは、審査の際、次の市場を画定して分析。

・住宅向けブロードバンドインターネット接続サービス
（地理的市場：タイムワーナーのケーブルサービス提供地域及び全国）

・ブロードバンドインターネット伝送サービス
（地理的市場：タイムワーナーのケーブルサービス提供地域及び全国）

・双方向テレビ（ＩＴＶ）サービス
（地理的市場：タイムワーナーのケーブルサービス提供地域及び全国）

なお、ＦＴＣは、審査の際、次の市場を画定して分析。なお、ＦＴＣは、審査の際、次の市場を画定して分析。

・住宅向けブロードバンドインターネット接続サービス・住宅向けブロードバンドインターネット接続サービス
（地理的市場：タイムワーナーのケーブルサービス提供地域及び全国）（地理的市場：タイムワーナーのケーブルサービス提供地域及び全国）

・ブロードバンドインターネット伝送サービス・ブロードバンドインターネット伝送サービス
（地理的市場：タイムワーナーのケーブルサービス提供地域及び全国）（地理的市場：タイムワーナーのケーブルサービス提供地域及び全国）

・双方向テレビ（ＩＴＶ）サービス・双方向テレビ（ＩＴＶ）サービス
（地理的市場：タイムワーナーのケーブルサービス提供地域及び全国）（地理的市場：タイムワーナーのケーブルサービス提供地域及び全国）
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１－１－６６ 《《米国米国》》具体例②具体例② SBC SBC ととAT&TAT&Tの合併及びの合併及びVerizonVerizonととMCIMCIの合併の合併

○ SBC（地域）とAT&T（長距離）、ベライゾン（地域）とＭＣＩ（長距離）の統合に関して検討。

○ DoJは、SBCとベライゾンに対して光ファイバ地域網の一部分離の条件を付した上で承認。
FCCは、１３項目の条件を付した上で承認。（05年10月DoJ認可、05年10月FCC認可）

○○ SBCSBC（地域）と（地域）とAT&TAT&T（長距離）、ベライゾン（地域）とＭＣＩ（長距離）の統合に関して検討。（長距離）、ベライゾン（地域）とＭＣＩ（長距離）の統合に関して検討。

○○ DoJDoJは、は、SBCSBCとベライゾンに対して光ファイバ地域網の一部分離の条件を付した上で承認。とベライゾンに対して光ファイバ地域網の一部分離の条件を付した上で承認。
FCCFCCは、１３項目の条件を付した上で承認。（は、１３項目の条件を付した上で承認。（0505年年1010月月DoJDoJ認可、認可、0505年年1100月月FCCFCC認可）認可）

合併後の競争状況

水平的効果 垂直的効果

スペシャル・アクセス（法人利用者向けに音声又はデータ通信サービスを提供するためのサービス市場）競争

タイプⅠ（自らの設備のみによって提供） 反競争的 競争的 CLEC（競争的地域通信事業者）

タイプⅡ（自らの設備と他のキャリアの設備を組み合わせて提供）

地域電話

長距離電話

データ通信

地域通信

長距離通信

地域・長距離通信バンドル

Tier1
（全てのＩＳＰの上流に位置する世界規模の自営インターネット・バックボーン）

中継伝送

競争的

競争的

卸売

競争的 競争的 CLEC

法人向け小売市場競争

競争的 競争的 IXC（長距離事業者）、LEC（地域通信事業者）、
CATV、SI

競争的 競争的 IXC、LEC、CATV、SI

競争的 競争的 IXC、LEC、CATV、SI

一般消費者向け市場競争

競争的 競争的 IXC、CLEC、IP電話事業者、無線事業者

競争的 競争的 IXC、CLEC、IP電話事業者、無線事業者

競争的 競争的 IXC、CLEC、IP電話事業者、無線事業者

インターネット・バックボーン市場競争

競争的 競争的 Sprint、Qwest、Level3、Global Crossing、
SAVVIS、Cogent

通話卸売市場競争

競争的 競争的 IXC

国際通信市場競争

法人向け小売 競争的 －

一般消費者向け小売 競争的 －

競争的 競争的 －

合併前の市場参加事業者
（SBC、Verizon、AT&T、MCI以外）

司法省の審査司法省の審査司法省の審査 ＦＣＣの審査ＦＣＣの審査ＦＣＣの審査

垂直（水平）統合がもたらす競争低下の垂直（水平）統合がもたらす競争低下の
懸念について分析。懸念について分析。SBCSBC及びベライゾンの及びベライゾンの
営業区域における法人顧客向けサービス営業区域における法人顧客向けサービス
（（スペシャルアクセス・タイプスペシャルアクセス・タイプⅠⅠ））におけるにおける
法人顧客向け料金の上昇懸念から、光法人顧客向け料金の上昇懸念から、光
ファイバ地域網の一部分離の条件を付しファイバ地域網の一部分離の条件を付し
た上で承認。た上で承認。

公共の利益に適うかについて審査し、公共の利益に適うかについて審査し、1313項目の条件付きで承認項目の条件付きで承認
・州が承認したＵＮＥ料金の・州が承認したＵＮＥ料金の22年間据置き年間据置き
・既存顧客に対するスペシャルアクセス料金の・既存顧客に対するスペシャルアクセス料金の3030ヶ月間据置きヶ月間据置き
・ＤＳＬサービスのバンドルしない提供・ＤＳＬサービスのバンドルしない提供 等等

ＦＣＣは、次のサービスについて分析ＦＣＣは、次のサービスについて分析

司法省は、審査の際、次の市場を画定。

・地域専用線

（地理的市場：業務区域内の都市エリア）

・地域専用網に依存する音声及びデータ
通信サービス

（地理的市場：業務区域内の都市エリア）

※なお、合併当時会社が競争する全てのサービ
ス（法人向け・住宅向け地域・長距離通信、イン
ターネット・バックボーン、法人向け各種通信
サービス）について調査を実施。上記の２市場以
外は、競争上の懸念が低いため、調査を終了。

司法省は、審査の際、次の市場を画定。司法省は、審査の際、次の市場を画定。

・地域専用線・地域専用線

（地理的市場：業務区域内の都市エリア）（地理的市場：業務区域内の都市エリア）

・地域専用網に依存する音声及びデータ・地域専用網に依存する音声及びデータ
通信サービス通信サービス

（地理的市場：業務区域内の都市エリア）（地理的市場：業務区域内の都市エリア）

※※なお、合併当時会社が競争する全てのサービなお、合併当時会社が競争する全てのサービ
ス（法人向け・住宅向け地域・長距離通信、インス（法人向け・住宅向け地域・長距離通信、イン
ターネット・バックボーン、法人向け各種通信ターネット・バックボーン、法人向け各種通信
サービス）について調査を実施。上記の２市場以サービス）について調査を実施。上記の２市場以
外は、競争上の懸念が低いため、調査を終了。外は、競争上の懸念が低いため、調査を終了。
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１－７１－７ 《《米国米国》》具体例③具体例③ AT&TAT&Tとベルサウスの合併とベルサウスの合併

司法省の審査司法省の審査司法省の審査 ＦＣＣの審査ＦＣＣの審査ＦＣＣの審査

両社の統合は、他の競争事業者の存在等を考慮すると、両社の統合は、他の競争事業者の存在等を考慮すると、
競争を低下させる懸念は低く、むしろコスト低下等の効率化競争を低下させる懸念は低く、むしろコスト低下等の効率化
により消費者の利益に資するものとして、調査を終了。により消費者の利益に資するものとして、調査を終了。

その結果、条件を何ら付さずに本件を承認。その結果、条件を何ら付さずに本件を承認。

公共の利益に適うかについて審査し、ＡＴ＆Ｔが提出した以公共の利益に適うかについて審査し、ＡＴ＆Ｔが提出した以
下の１５項目の条件付きで承認下の１５項目の条件付きで承認

・ブロードバンドサービスの提供の促進・ブロードバンドサービスの提供の促進

・公共の安全、災害復旧の確保・公共の安全、災害復旧の確保

・低料金ＡＤＳＬサービスの提供・低料金ＡＤＳＬサービスの提供

・ネットワークの中立性の確保・ネットワークの中立性の確保

・条件不利地域の消費者へのサービス提供・条件不利地域の消費者へのサービス提供

・インターネットバックボーン・インターネットバックボーンののピアリング協定の維持ピアリング協定の維持 等等

1212月月2828日、日、AT&TAT&Tは、自発的に下記の項目の条件を提案。は、自発的に下記の項目の条件を提案。
（両営業地域内で、合併後（両営業地域内で、合併後4242ヶ月間有効）ヶ月間有効）

なお、ＦＣＣは、審査の際、次のサービスに関して分析。

・スペシャルアクセス競争

・法人向け小売市場競争

・一般消費者向け通話市場競争

・一般消費者向けインターネット市場競争

・インターネットバックボーン競争

・国際通信市場競争

なお、ＦＣＣは、審査の際、次のサービスに関して分析。なお、ＦＣＣは、審査の際、次のサービスに関して分析。

・スペシャルアクセス競争・スペシャルアクセス競争

・法人向け小売市場競争・法人向け小売市場競争

・一般消費者向け通話市場競争・一般消費者向け通話市場競争

・一般消費者向けインターネット市場競争・一般消費者向けインターネット市場競争

・インターネットバックボーン競争・インターネットバックボーン競争

・国際通信市場競争・国際通信市場競争

なお、司法省は、審査の際、次のサービスを分析。

・地域専用線

・その他の法人向け電気通信サービス

・住宅向け地域及び長距離通信サービス

・インターネットサービス

・無線ブロードバンドサービス

なお、司法省は、審査の際、次のサービスを分析。なお、司法省は、審査の際、次のサービスを分析。

・地域専用線・地域専用線

・その他の法人向け電気通信サービス・その他の法人向け電気通信サービス

・住宅向け地域及び長距離通信サービス・住宅向け地域及び長距離通信サービス

・インターネットサービス・インターネットサービス

・無線ブロードバンドサービス・無線ブロードバンドサービス

○ AT&T（長距離、地域）とベルサウス（地域）の水平・垂直統合に関して検討。

○ DoJは条件を付すことなく承認したが、ＦＣＣはAT&Tが追加的に提出した１５項目の条件を付
加した上で承認（06年10月DoJ認可、06年12月FCC認可）。

○○ AT&TAT&T（長距離、地域）とベルサウス（地域）の水平・（長距離、地域）とベルサウス（地域）の水平・垂直統合に関して検討。垂直統合に関して検討。

○○ DoJDoJは条件を付すことなく承認したが、ＦＣＣはは条件を付すことなく承認したが、ＦＣＣはAT&TAT&Tが追加的に提出した１５項目の条件を付が追加的に提出した１５項目の条件を付
加した上で承認加した上で承認（（0606年年1010月月DoJDoJ認可、認可、0606年年1212月月FCCFCC認可）。認可）。
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枠組み指令枠組み指令枠組み指令
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令
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令

認
可
指
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認
可
指
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電子通信ネットワーク等へ
のアクセス・相互接続規制
について規定（2002年4
月）

事業者のセキュリティ確保の責
務、SPAM対策、個人情報の取
扱い等について規定（2002年7
月）

小売料金規制、ユニバーサ
ルサービスの範囲・費用算
定等について規定（2002年
4月）

事業参入資格の一般認可制及
び一般認可により付与される権
利・条件等について規定（2002
年4月）

競争指令競争指令競争指令 無線周波数
決定

無線周波数無線周波数
決定決定

電子通信ネットワーク及び
サービスの提供に伴う特別な
権利の廃止等について規定
（2002年9月）

関連市場
勧告

関連市場関連市場
勧告勧告

欧州委員会による欧州域内の
周波数政策の調整及び周波数
の効率的な使用の確保につい
て規定（2002年4月）

電子通信ネットワーク及びサービス等に関する欧州域内で調和の取れた規制枠組み確立のための基本原則（市場分析の実
施等）について規定（2002年4月）

市場分析の方法及びSMPの

判定基準等について規定
（2002年7月）

市場分析の対象とする18の市
場を定義（2003年5月）

２－１２－１ 《《ＥＵＥＵ》》 現行の電子通信規制パッケージと競争評価現行の電子通信規制パッケージと競争評価

※年月はいずれも
官報掲載時期

SMP
ガイドライン

SMPSMP
ガイドラインガイドライン

○ 枠組み指令15条に基づき、競争評価を実施。ＳＭＰガイドラインにおいて分析手法を定め、関

連市場勧告において対象とする関連市場を定義。

○○ 枠組み指令枠組み指令1515条に基づき、競争評価を実施。ＳＭＰガイドラインにおいて分析手法を定め、関条に基づき、競争評価を実施。ＳＭＰガイドラインにおいて分析手法を定め、関

連市場勧告において対象とする関連市場を定義。連市場勧告において対象とする関連市場を定義。



99

２－２２－２ 《《ＥＵＥＵ》》 ＥＵにおける市場画定ＥＵにおける市場画定

○ ＳＭＰガイドラインにおいて市場画定の分析手法を規定。○○ ＳＭＰガイドラインにおいて市場画定の分析手法を規定。ＳＭＰガイドラインにおいて市場画定の分析手法を規定。

○○その他の問題その他の問題

・・ルーティングルーティング 発信・着信ごとの組み合わせで各々別市場とすること発信・着信ごとの組み合わせで各々別市場とすること

・・連鎖代替可能性（連鎖代替可能性（chain substitutabilitychain substitutability）） ある２つの商品がある２つの商品が直接的に代替しないが、直接的に代替しないが、別の別の商品を通して各々代替商品を通して各々代替
しているとすると、同じ市場となしているとすると、同じ市場となり得るり得ることこと

○○欧州委員会自身の慣習欧州委員会自身の慣習

・・アクセス（卸）市場、サービス（小売）市場アクセス（卸）市場、サービス（小売）市場を区分を区分

・・移動体ネットワークについて発信・着信市場移動体ネットワークについて発信・着信市場を区分を区分 等等

関連市場（relevant market）を定義するための基準関連市場（関連市場（relevant marketrelevant market）を定義するための基準）を定義するための基準

・需要の代替性・需要の代替性

・供給の代替性・供給の代替性

・潜在的競争・潜在的競争

→→SSNIPSSNIPテストにより判断。テストにより判断。

他の全ての商品・サービスの価格が変化しないと仮定し、当該商品・サービスにおいてわずか他の全ての商品・サービスの価格が変化しないと仮定し、当該商品・サービスにおいてわずか
ではあるが意味のある継続的な値上げ（５～１０％）に対する顧客（消費者・事業者）の反応ではあるが意味のある継続的な値上げ（５～１０％）に対する顧客（消費者・事業者）の反応

商品・サービス市場 客観的特性・料金・利用目的によって十分に代替可能な商品・サービスを考慮し、必要に応じＳＳＮＩＰを採用し、

需要の代替性・供給の代替性を判断。

地理的市場 ネットワーク提供地域（消費者の選好と地理的な購入パターン）、法令の規制措置の存在により判断。

商品・サービス市場商品・サービス市場 客観的特性・料金・利用目的によって十分に代替可能な商品・サービスを考慮し、必要に応じＳＳＮＩＰを採用し、客観的特性・料金・利用目的によって十分に代替可能な商品・サービスを考慮し、必要に応じＳＳＮＩＰを採用し、

需要の代替性・供給の代替性を判断。需要の代替性・供給の代替性を判断。

地理的市場地理的市場 ネットワーク提供地域（消費者の選好と地理的な購入パターン）、法令の規制措置の存在により判断。ネットワーク提供地域（消費者の選好と地理的な購入パターン）、法令の規制措置の存在により判断。

（多大なサンクコストを伴う長期的側面）（多大なサンクコストを伴う長期的側面）
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※ 勧告と異なる市場の定義を行う場合には、欧州委員会等との協議が必要

２－３２－３ 《《ＥＵＥＵ》》 関連市場（１８市場）の定義関連市場（１８市場）の定義

○ 関連市場勧告（欧州委員会「関連製品・サービス市場に関する勧告」）において、分析の対象と
する18市場を定義。

○○ 関連市場勧告（欧州委員会「関連製品・サービス市場に関する勧告」）において、分析の対象と関連市場勧告（欧州委員会「関連製品・サービス市場に関する勧告」）において、分析の対象と
するする1818市場を定義。市場を定義。

分析対象市場分析対象市場
サービス種別サービス種別

小売レベル小売レベル 卸売レベル卸売レベル

固定電話固定電話
（住宅用）（住宅用）

市場市場11：：固定公衆電話網へのアクセス固定公衆電話網へのアクセス
市場市場33：固定市内及び（又は）全国電話サービス：固定市内及び（又は）全国電話サービス
市場市場44：：国際電話サービス国際電話サービス

固定電話固定電話
（（非住宅非住宅用）用）

市場市場22：：固定公衆電話網へのアクセス固定公衆電話網へのアクセス
市場市場55：：固定市内及び（又は）全国電話サービス固定市内及び（又は）全国電話サービス
市場市場66：：国際電話サービス国際電話サービス

ブロードバンドブロードバンド －－ 市場市場1212：：ブロードバンドブロードバンドアクセスアクセス

専用線専用線 市場市場77：：最最小小限の専用線一式（限の専用線一式（2Mbps2Mbps以下）以下）
市場市場1313：：専用線の終端専用線の終端
市場市場1414：：専用線の幹線部分専用線の幹線部分

移動体通信移動体通信 ――
市場市場1515：：移動体公衆電話網上のアクセス及び呼発信移動体公衆電話網上のアクセス及び呼発信
市場市場1616：：個々の移動体電話網上の呼着信個々の移動体電話網上の呼着信
市場市場1717：：移動体公衆電話網上の国際ローミングの卸移動体公衆電話網上の国際ローミングの卸売の売の全国市場全国市場

放送用伝送放送用伝送 ――
市場市場1818：：放送コンテンツをエンドユーザ放送コンテンツをエンドユーザーーに提供するための放送の伝に提供するための放送の伝

送サービス送サービス

市場市場88：：固定公衆電話網上の呼発信固定公衆電話網上の呼発信
市場市場99：：個々の固定公衆電話網上の呼着信個々の固定公衆電話網上の呼着信
市場市場1010：：固定公衆電話網における中継サービス固定公衆電話網における中継サービス
市場市場1111：：ブロードバンド及び音声サービス用メタリックループ及びサブロードバンド及び音声サービス用メタリックループ及びサ

ブループへのアンバンドルアクセスブループへのアンバンドルアクセス

①高くて一時的でない参入障壁が存在していること①高くて一時的でない参入障壁が存在していること①高くて一時的でない参入障壁が存在していること

以下の３つの基準を基に１８市場を画定以下の３つの基準を基に１８市場を画定

電子通信分野には検討すべき市場は主に２つ
・小売市場 エンドユーザーに提供される商品・サービスに

関する市場
・卸売市場 通信事業者がエンドユーザーに商品・サービス

を提供するために必要な投入に関する市場

→需要サイド・供給サイドの特徴に応じて、更に市場を区分
小売市場を画定してから、卸売市場を特定することが適当

電子通信分野には検討すべき市場は主に２つ電子通信分野には検討すべき市場は主に２つ
・・小売市場小売市場 エンドユーザーに提供される商品・サービスにエンドユーザーに提供される商品・サービスに

関する市場関する市場
・・卸売市場卸売市場 通信事業者がエンドユーザーに商品・サービス通信事業者がエンドユーザーに商品・サービス

を提供するために必要な投入に関する市場を提供するために必要な投入に関する市場

→需要サイド・供給サイドの特徴に応じて、更に市場を区分→需要サイド・供給サイドの特徴に応じて、更に市場を区分
小売市場を画定してから、卸売市場を特定することが適当小売市場を画定してから、卸売市場を特定することが適当

②長期的に有効競争が生じる傾向がない構造の市場であること②長期的に有効競争が生じる傾向がない構造の市場であること②長期的に有効競争が生じる傾向がない構造の市場であること

③競争法の適用のみで対処するには不十分であること③競争法の適用のみで対処するには不十分であること③競争法の適用のみで対処するには不十分であること

・ある対象期間内で参入障壁が低下することを考慮。・ある対象期間内で参入障壁が低下することを考慮。

・参入障壁には、初期費用や需要の条件から生じる構造的な障壁、法的・規制上の障壁がある。・参入障壁には、初期費用や需要の条件から生じる構造的な障壁、法的・規制上の障壁がある。

→市場の定期的見直しには、上記３基準の累積的な引用が適当。→市場の定期的見直しには、上記３基準の累積的な引用が適当。

関連市場の考え方関連市場の考え方



1111

２－４２－４ 《《ＥＵＥＵ》》 市場分析の進捗状況市場分析の進捗状況

○ 06/2/7、ＥＵ加盟国の電気通信の自由化に向けた市場分析の進捗状況のレポートを公表。○○ 06/2/706/2/7、ＥＵ加盟国の電気通信の自由化に向けた市場分析の進捗状況のレポートを公表。、ＥＵ加盟国の電気通信の自由化に向けた市場分析の進捗状況のレポートを公表。
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市場市場11

市場市場22

市場市場33

市場市場44

市場市場55

市場市場66

市場市場77

市場市場88

市場市場99

市場市場1010

市場市場1111

市場市場1212

市場市場1313

市場市場1414

市場市場1515

市場市場1616

市場市場1717

市場市場1818

有効競争市場有効競争市場 →→ 事前規制は実施せず事前規制は実施せず

部分的な有効競争市場部分的な有効競争市場 →→ 部分的な事前規制の実施部分的な事前規制の実施

有効競争が行われていない市場有効競争が行われていない市場 →→ 事前規制の実施事前規制の実施
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※ 関連市場勧告における３つの基準を元に、下記の区分に応じ見直しを行い、改正案を提示。

○固定系サービス ○非固定系サービス ○ブロードバンド伝送関連サービス
・固定公衆電話サービス
・固定データ・関連サービスへのアクセス
・専用線

※※ 関連市場勧告における３つの基準を元に、下記の区分に応じ見直しを行い、改正案を提示。関連市場勧告における３つの基準を元に、下記の区分に応じ見直しを行い、改正案を提示。

○固定系サービス○固定系サービス ○非固定系サービス○非固定系サービス ○ブロードバンド伝送関連サービス○ブロードバンド伝送関連サービス
・固定公衆電話サービス・固定公衆電話サービス
・固定データ・関連サービスへのアクセス・固定データ・関連サービスへのアクセス
・専用線・専用線

○○ 市場評価市場評価((枠組指令第７条枠組指令第７条))手続きの簡素化手続きの簡素化((負担軽減負担軽減))
・ 簡素な通報手続きの導入
・・ 市場分析を行い、ＳＭＰ事業者に事前規制を課す市場を現在の市場分析を行い、ＳＭＰ事業者に事前規制を課す市場を現在の1818からから1212に削減に削減

((固定電話アクセス小売市場を除く全ての小売市場をリストから削除。固定電話アクセス小売市場を除く全ての小売市場をリストから削除。))

２－５２－５ 《《ＥＵＥＵ》》 欧州における最近の動向①欧州における最近の動向①

分析対象市場分析対象市場
サービス種別サービス種別

小売レベル小売レベル 卸売レベル卸売レベル

固定電話固定電話
（住宅用）（住宅用）

市場市場11：：固定公衆電話網へのアクセス固定公衆電話網へのアクセス
市場3：固定市内及び（又は）全国電話サー

ビス
市場4：国際電話サービス

固定電話固定電話

（（非住宅非住宅用）用）

市場市場22：：固定公衆電話網へのアクセス固定公衆電話網へのアクセス
市場5：固定市内及び（又は）全国電話サー

ビス
市場6：国際電話サービス

ブロードバンドブロードバンド －－ 市場市場1212：：ブロードバンドブロードバンドアクセスアクセス

専用線専用線 市場7：最小限の専用線一式（2Mbps以下）
市場市場1313：：専用線の終端専用線の終端

市場市場1414：：専用線の幹線部分専用線の幹線部分

移動体通信移動体通信

―― 市場市場1515：：移動体公衆電話網上のアクセス及び移動体公衆電話網上のアクセス及び

呼発信呼発信
市場市場1616：：個々の移動体電話網上の呼着信個々の移動体電話網上の呼着信
市場市場1717：：移動体公衆電話網上の国際ローミン移動体公衆電話網上の国際ローミン

グの卸グの卸売の売の全国市場全国市場

放送用伝送放送用伝送
―― 市場市場1818：：放送コンテンツをエンドユーザ放送コンテンツをエンドユーザーーにに

提供するための放送の伝送サービ提供するための放送の伝送サービ

スス

市場市場88：：固定公衆電話網上の呼発信固定公衆電話網上の呼発信
市場市場99：：個々の固定公衆電話網上の呼着信個々の固定公衆電話網上の呼着信
市場市場1010：：固定公衆電話網における中継サービ固定公衆電話網における中継サービ

スス
市場市場1111：：ブロードバンド及び音声サービス用ブロードバンド及び音声サービス用

メタリックループ及びサブループへメタリックループ及びサブループへ
のアンバンドルアクセスのアンバンドルアクセス

○ 06/6/29、欧州委員会は2002年電子通信規制枠組の見直しを公表し、06/10/27まで意見を募集。○○ 06/6/2906/6/29、欧州委員会は、欧州委員会は20022002年電子通信規制枠組の見直しを公表し、年電子通信規制枠組の見直しを公表し、06/10/2706/10/27までまで意見意見を募集を募集。。

市場市場1212：：放送コンテンツをエンドユーザ放送コンテンツをエンドユーザーーにに

提供するための放送の伝送サービ提供するための放送の伝送サービ

スス

――

市場市場99：：移動体公衆電話網上のアクセス及び移動体公衆電話網上のアクセス及び

呼発信呼発信
市場市場1010：：個々の移動体電話網上の呼着信個々の移動体電話網上の呼着信
市場市場1111：：移動体公衆電話網上の国際ローミン移動体公衆電話網上の国際ローミン

グの卸グの卸売の売の全国市場全国市場

――

市場市場77：：専用線の終端専用線の終端

市場市場88：：専用線の幹線部分専用線の幹線部分
――

市場市場66：：ブロードバンドブロードバンドアクセスアクセス－－

市場市場22：：固定公衆電話網上の呼発信固定公衆電話網上の呼発信

市場市場33：：個々の固定公衆電話網上の呼着信個々の固定公衆電話網上の呼着信
市場市場44：：固定公衆電話網における中継サービ固定公衆電話網における中継サービ

スス
市場市場55：：ブロードバンド及び音声サービス用ブロードバンド及び音声サービス用

メタリックループ及びサブループへメタリックループ及びサブループへ
のアンバンドルアクセスのアンバンドルアクセス

市場市場11：：固定公衆電話網へのアクセス固定公衆電話網へのアクセス

卸売レベル卸売レベル小売レベル小売レベル

分析対象市場分析対象市場

【【 現現 行行 】】 【【 改改 正正 案案 】】
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３－１３－１ 《《英国英国》》 市場分析とＳＭＰ規制①市場分析とＳＭＰ規制①

市場分析の分野市場分析の分野
欧州指令欧州指令
上の市場上の市場

実施時期実施時期 ＳＭＰが認められた市場ＳＭＰが認められた市場 ＳＭＰ事業者ＳＭＰ事業者 ＳＭＰ規制の内容ＳＭＰ規制の内容

固定固定ナローバンドナローバンド小売小売サービスサービス市場市場 1～6 03/11/28

住宅向けアナログ・ISDN回線サービス市場 、
住宅向け国際電話市場、ビジネス向けアナ
ログ・ISDN回線サービス市場 等15市場（ハ
ル地域は17市場）
※ ビジネス向け国際市場については

競争的と判断

BTBT、キングストン、キングストン

○役務提供に関し、特定の者又は特定の属性の者に対する不当な
差別的取扱いの禁止

○提供料金、提供条件の公表
○これらに変更があった場合の届出（24時間以内）
○住宅向けアナログ回線サービス市場、住宅向け国際電話市場

等7市場について、プライスキャップ規制（BTのみ）

固定固定ナローバンド卸ナローバンド卸回線、発信、伝送回線、発信、伝送
市場市場

8,10 03/11/28

卸住宅向けアナログ・ISDN回線サービス市

場、卸ビジネス向けアナログ・ISDN回線サービス
市場 等
9市場（ハル地域以外）
6市場（ハル地域）

BTBT、キングストン、キングストン

○合理的な条件によるネットワークへのアクセス提供
○不当な差別的取扱いの禁止
○LRICに基づく原価算定
○約款の公表、提供料金、技術的情報の届出 等
《以下は、BTに対する追加的規制》
○プライスキャップ規制
○ネットワークアクセスに関するサービス品質の公表
○新たなアクセスのための要件に関するガイドラインの公表
○公衆網再販、定額ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱｸｾｽサービスの提供 等

固定地理的着信市場固定地理的着信市場 9 03/11/28 各事業者の固定地理的着信市場（計54） 全ての事業者全ての事業者

○公正かつ合理的な条件によるネットワークへのアクセス提供
《以下は、BT、キングストンに対する追加的規制》
○LRICに基づく原価算定
○費用に係る会計情報、小売・卸両部門の会計、約款の公表
○提供料金の変更の場合における事前届出

卸国際サービス市場卸国際サービス市場 － 03/11/18

通信経路ごとの市場（計235市場）のうち、
BTについては108市場、
C&Wについては4市場
※ 日本、米国 等 123市場については

競争的と判断

BTBT、、CC＆＆WW

○公正かつ合理的な条件によるネットワークへのアクセス提供
○不当な差別的取扱いの禁止
○約款の公表
○提供料金の届出
○小売部門と卸売部門の会計分離（BTのみ）

・・O2O2

・・オレンジオレンジ
・・ＴモバイルＴモバイル
・・ボーダフォンボーダフォン

○合理的な条件によるネットワークへのアクセス提供
○不当な差別的取扱いの禁止
○契約条件の制定又は変更する場合、OFCOMへ写しを提出
○提供料金変更の場合、事前届出
○LRICに基づく原価算定

・・ハチソンハチソン3G3G
・・インクアムインクアム

○提供料金変更の場合、事前届出
○通信量についてOFCOMに報告（ハチソン３Gのみ）

卸移動体音声着信市場卸移動体音声着信市場 16 04/6/1
卸移動体着信市場（２G）
※ ３Gについては規制を差し控え

※ BTはHull地域以外の英国内で、KingstonはHull地域のみSMPを持っている

○ 市場分析に基づき画定した各市場においてＳＭＰを判断。欧州指令上の１８市場のうち、１７市
場について市場分析に着手（放送伝送市場は分析中）。

○○ 市場分析に基づき画定した各市場においてＳＭＰを判断。欧州指令上の１８市場のうち、１７市市場分析に基づき画定した各市場においてＳＭＰを判断。欧州指令上の１８市場のうち、１７市
場について市場分析に着手（放送伝送市場は分析中）。場について市場分析に着手（放送伝送市場は分析中）。
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市場分析の分野市場分析の分野
欧州指令欧州指令
上の市場上の市場

実施時期実施時期 ＳＭＰが認められた市場ＳＭＰが認められた市場 ＳＭＰ事業者ＳＭＰ事業者 ＳＭＰ規制の内容ＳＭＰ規制の内容

公衆網における移動体アクセス、公衆網における移動体アクセス、
発信市場発信市場

15 03/8/4 － (競争的と判断) －－ －

卸定額卸定額ナローバンドインターネットナローバンドインターネット
着信市場着信市場

－ 03/11/28

卸定額ナローバンドインターネット着信市場
（Hull地域のみ）
※ その他の地域については競争的と判断

キングストンキングストン

○合理的な条件によるネットワークへのアクセス提供
○不当な差別的取扱いの禁止
○約款の公表
○提供料金、提供条件、技術的情報の届出

卸卸ブロードバンドアクセスブロードバンドアクセス市場市場 12 04/5/13
非対称ブロードバンド発信市場、
ブロードバンド伝送市場（BTのみ）

BTBT、キングストン、キングストン

○合理的な条件によるネットワークへのアクセス提供
○不当な差別的取扱いの禁止
○約款の公表
○提供料金、提供条件、技術的情報の届出
○小売マイナス料金
○会計分離
（BTへの追加的規制）
○ネットワークアクセスに関するサービス品質の公表
○新たなアクセスに対する要求事項の設定

専用線市場専用線市場 7,13,14 04/6/24

小売低速従来型専用線市場、卸低速・高速
従来型対称ブロードバンド発信市場、卸代
替型対称ブロードバンド発信、卸幹線部分
市場（BTのみ）

BTBT、キングストン、キングストン

○公正かつ合理的な条件による提供
○不当な差別的取扱いの禁止
○LRICに基づく原価算定
○料金、伝送、保守その他の提供条件の公表
○プライスキャップ規制（BTのみ） 等

卸加入者回線アクセス市場卸加入者回線アクセス市場 11 04/12/16 卸加入者回線アクセス市場
BTBT、キングストン、キングストン

○合理的な条件によるネットワークへのアクセス提供
○不当な差別的取扱いの禁止
○LRICに基づく原価算定
○約款の公表
○提供料金、提供条件、技術的情報の届出
（BTへの追加的規制）
○ネットワークアクセスに関するサービス品質の公表
○新たなアクセスのための要件に関するガイドラインの公表
○財務状況の報告
○LLU（ﾛｰｶﾙﾙｰﾌﾟｱﾝﾊﾞﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ)の提供（コロケーションを含む）

放送伝送サービス放送伝送サービス 18 現在分析中
（鉄塔・サイトへの接続市場、放送伝送サー
ビス市場）

（（ntlntl、、
CrownCastleCrownCastle））

○合理的な条件によるネットワークへのアクセス提供
○不当な差別的取扱いの禁止
○コスト指向の料金
○約款の公表

※ BTはHull地域以外の英国内で、KingstonはHull地域のみSMPを持っている

３－２３－２ 《《英国英国》》 市場分析とＳＭＰ規制②市場分析とＳＭＰ規制②


